
筑波山門前町の立地生態
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1 はじめに

門前町はその名のとおり，神社・仏閣の門前:こ発達したIIlJで，参詣者を対象とした土産物応・飲食j苫

旅館 ホテル 娯楽胞設や， 場合によヮては宿坊 fntrJI~jの家などが門前の道路に治って並んでいる
ある. l1ll!1件前 (1933)1)は「門前IllT(信仰集落〉としての成133HJJ Jの中で 3

ほ全く触れないまま「門前I1ITtこ見る旅館・料日立屋・土産物屈の誌類の!大J， この成田IllTは門前に近づく

につれ旅館が多い. これは請と称する!宝!体の参拝者が多数を占め y それ等が詩ilil]l支により参拝し

する習慣を持っていたからである. 詳の数vi1万余に及び主なる旅館はそれ等の誌の特約旅館として

なる存在を維持して来たのである. 善光寺の門前IH]長野市に於ては仁王門外の大門11FTの東方の表

通一列・夜通一列-仁王111'jとの元三日¥:IHTの東西裏通二列に制:を遊べる及寺は各誌の

させることがJlオ訴のーと数へられ， 相互の諸勢力l習を侵略しない規約になってし、るが，この成田fHTは

それほどの末寺の坊及寺はなし iこだ、参篭者の窃:宿舎(水協磁場に隣-る〉のみ存し，

べてIllj前の旅館に一任してある Jと述べている.

(1959・1963・1967)2)の木曾詳IJ岳-詑!士山北口・大山などのー

という名をmいており，岩鼻.;]lrり=j(1981 )3)は戸i臣、神社を山岳宗教集部としている I呼称;は32なっても
その集落の立地機能は同じで，一般I'(J('こは 111] 前1JI1ーと祢し手n英市すj~:こもcathedral(temple )townと

して)-Hている fllJniTの公平の度合は，筑波のや，福島115同会主p: nrrの大!li抵千村:

の門前のように， たったーi!llの飲食j苫兼土産物犀兼旅館、といづたものから，成田・琴平・長野や，は

ては静岡県富士宮司Iの大石寺のような大規模なものまである

のを，門前集活と 11~1ぶこともある {III社は鳥居だから

なことで上級概念としては門前11IJでよい.

を Jl~1来する(まどに JlX長してないも

どと尻町!Jする人もいるが，末1背13'ゾ
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lVIicllel ヨー lコツノぐには 1::1:木J01LのMll長いrllJT~íJ II!Jは少ない;う，フランス=ブルタ一二 ?σole Mont St 

アテネのアグロポリ スへの331り|二|パチプJ、'/T!'i [買の SanPietro 日iETmの通 り，のlJ:司へ登る辺りや，

づF ランス コガースコ ーニ多くは而il刊に発i主したTljiJiを形成 している ものが多し、などに若干見られる

Cï!_liのエレサレ'ムと II'Y~Jれているま!九の Lourdes，スペイ ン=ガ‘ リシアの Santiagode Compostela 

こ~'1.，ら リ !~)ri~， I '! ';J な西ド‘イツ=オーパ一フランうンの Bambergやへ γセンの Fulむ などがιち るj出)， 

ヨーIコッパの都市の多くは教会や修近|もどから5c迷したものが竺会<， 'Ú~ÇI J;r教会前IL¥門前町以外にも，

. 111I TJi}irlllll)"などと似てこ;rしらはi;I'JfYj地の111のIIIJiJiJII!Jとし、う点では場には， 13Ej五iTが発iさしてし、る

ベノレギルアン，シャルト/レ ・ラオー ンアミアンランスフラン スのノ Cリおり 3 代表。!Jと しては 3

~Ïj; ~-~tq l ネ 1 ~ マインツ ・ケルン ・ヴォルムスプ主どがあるドイツのヴュルツブルクーのトウ ールネイ，

巡礼地!~!'']~: i:<~を も っアイフニL ノレ山j世のマ リ ア=ラ ー級の最下位のプリミテ ィフずな門前集結としては，

オーベ一フランケ ンの Vierzehnheiligeやオーパーイエ/レンの ¥i¥Ti es教会などがあるハー修道院，

主主をなすにr1言i[IJの対象が全|主11'"引こ拡大され乞LあるjJ安本利治 (1970)4) は宗教的集JZのうら，

レむエi二4主である.本米 IJrrllf科Jにいわゆる門市rlllTであると定義しているが，至っているもの」を，

集結の発生と K\Z m~を重視して集約をまtl ~Ti~J 1:'句に 11子用誌としての「日iTlllTとは冒頭に述べたよ うなもので，

ぶのに便利な言葉である

{i':i(I::IJj(li設はユー人 l二1905人であ るが，筑波山門前町に大学筑波を当てはめると世帯数252(1980) ， 

土産物応は27と小規模な1"%iTllIlーであるスホ ステノレを含めて6，

この門前 11ITは{可で予J三号|の資を判ている簡単にいえば，本研究はこの小規模な門前H!Tの立地生態，

また門前町を構成する各家は経済的にどのように結び付いているかを分析す一るこ とにある.カ"，

筑波山門前町の形成1 

共新¥i~大 1::1 木J'ili ~志巻ー』に，

夏季登山の答:多きを以てj煩る紫栄す. fliの J二こ安工波や[1社及。~ 1=[哨i寺の

三ζ:{VJi先 り て lýH~還の致

1:i5U皮Iwrは北条より一‘m_筑波山の 1村

筑波山神社の沿革

山崎直プ7・佐藤伝蔵 (1903)

1I -1 

あり ，阪に拠て市街を為す

東の山，10ミに ';:IrむのJl券あり .:ittこ建築丹霊を}j記して最もれ:箆なり仏|羽あり

」とある旅館其の|甘い，こ介在して夏季j住宅の客二忌-も多しあ り， 水 ìf~j" くして気悦を j先ふに足るべし.

明治30年代には筑波山斜面に市街が形成されていたことが分る

覧に供するものを筑波山乃社務所をしてレ、 fこ ~)í- 杉山友章者ーの明治天皇が茨城県行幸の折，
っく はし

筑波誌と起する一書:がI:Uてきた 1975年JfL{立 UJ 子11 1 主 I_~1¥J.iとして{笈表IJされ

東の峯lこは筑波女大千111を知る，主主 主::式に筑tJ主UJ:[1]1利二
ゐざ と ι (_ 11ら主

座とある是なり ， 拝殿は径の鳥居より六11I]程上りたる処にあり1商社四社，安j主宇吉子I¥IH，小jJR木千111主1:，
つまびら

稲村神社，と す都て東峯の各所にあり p 木社捕i主!ことも創立年度詳かならずとmwど、も，
しん F し

くネIjlfilL¥の定Ij柁あり たるは，

l リ?治41~1三 ( 1908) ~こ IJ111\反され

筑波誌に 「西の峯には筑波男大干113を祭 り37こ.

t'l UJ大)けには早

徴して失11るべき なり......南方の小Jiiこ，LU 仁!と いう所あり ，

(土登山の者此所より笠りしiiR此名ありと， 山口の北の方六戸JfというPJTにプザJ1":[111主仁式う り， 此ネ111主1--を六JiJI"
お;y!)>lコ

昔|時 v:t:ヲ3 干1[ 1女や ]1 の 詐Il m~~主り のとし司、は筑波神社二座と繍社E91'tを併せて六所と ffJiしたるものにして，
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m り札しとυい川、U 伝μ」ふ，， 延!庶百否宇元元町i[年一jドlドミにZ壬主引で乞:ryり， イ伯弘首d凶iイ恒:記広t4忘ぶ仁.-よにC'ご:三:~ '::]I弘h当引凱削川|しリ山山_l心却LJf日l故哉域;弘川を1é'.JJωj 
の叫叫州干や判111主羽社!上~è し? 筑針仰川U波肋伽仰伽j皮山k幻幻川川川IJzlil，jド川凶内il山内川li川川iリiJ大村椛仰仰刷[仕ω悶悶:河芳涜3立現，:!の字名何仰1r!川!J

?村術仰q1町nド山1一ミ
ff! :1111V)叩叩.!ゾげ日山!ゾ戸印印Jヂ石石れごヲヲ刊;Cl刀σの〉朱州ド向印仇jリlを引JI弘仰↓uはj立:り札， :1:祈j万rli願f悶i~F所万と;完i己:められたるにより札，干村社削川叫州!~凶印川晴~H刈泊{官佑僧(弘的LQ仏!必弘石悩桜!五唆佐滋し冶ト訓を勧や引l仁4中:千わI ~ I 興の初初川川川H~川川宅有祖l目1 とせ り? 第三世

栄IClのjI，li:，徳川家光深く筑波tll l社主7ff敬し ， zuiく十年工を起して山J二f，lij木'!~JHifIi社 1m社そ建築し更に徳
一の I~ i-I ~ l\~ に係る ， ~i;t字の ü'[ j-i~J: を変換し， 新たに本~.~t及五重J:1tMl楼々門等総誌の美を極めたる建築を為
し， 此11.¥:， LLi J~. i;ljj本肢は，二二十Jiil-1.nに改造の11;IJを立てらJ，'れJ、したり札， ‘.…....1砂明リ列?訂j治白六f年{ドミ十月;県IR己村
とある c写寺字:良1. 10 . ]日1).
徳一大[':111が延j吉元年 (782) (こ建てた土115E ItJt 1:1:1禅寺はp 今日の*山とも， 今日の筑波神社拝殿付近

ともいわれている.筑被誌の記述では 「徳一の開悲に係る， 立字の位置を変換し」とあるので，仁1=1禅
寺が京U.lfとあったらしいことをにおわせている. 家光は冗永10年 (1633)現在の筑波村件、tの場所を接
地し，石むを築き ，H:11役を新築し， tllJ:ltの南に今日の六IllJ辺 りの門前町を建設した (写'真 8・9).大
工 ・石工 ・仏nm. }三恨師 物mnなど一流のi政人を江戸ーから辺れてき，オ材、オ4一木はオ木ミ寸1号雪?の1桧会を;:設2ケj詩浦n前i持Iの土
j川ïI市!日1i港佳から I;~限T守注?主主凶E路詰行ωμ，qぷ!

f刊仰仰側n刊則!り川|リ!に大1土石;工仁 J近[1'在王のト村j人らを住ぢま:わせて， 土地と家を無償で与えた.これらの仁I~から宿屋・土産
物}i{-遊女尽などがつ:まれ， 今日でも鳥居・石垣・石段 ・側溝などに当時の繁栄ぶりを残象として伝

えている.今日の筑波山千1111'1:かし、わいにはヨ輪fije. 月輪!涜 ・ iFf~蔵院 ・ 大慈院など30数軒の僧坊が建
てられた.rll糾i寺はJjYJU38カ所の25番札所であったため， I~I 装束の巡礼の列が絶えなかったという.

H -2. 参;沿道の発達

7!?来筑波山に登山あるいは参泊するi互には次の六つがあった (Fig1). 

①府 I~ I:I 道 'ìftl~~I;m府のあった石岡か ら ， 八wr~llIT 1;ìlÎ!音1 . 小111市・十三塚を経て京山 lこ至る.あるいは十三

塚からLLiJJ1Zの弁夜七戻の寄是? とE経て女体山に 3~ る.

②LlJHミ道 北条東方のしLJ口から平沢・・六所を経て，風返1[liミで府1:1:1.;きと合流する.徳一大間iの頃:こ

IJiJかれたといわれる古い参尚道.

(窃六T;illり :1七条から千111~i!)を過ぎ ， [:3)!=の逆川にかかる迎来情を渡り， m先上りの県遣を進むと筑波
6 T!~I の大内J在日こ至る(写真2 ・ 3 ・ 4) .家光の閃いた新道で， 1918 (大正 7)年筑波紋(今日の関東

鉄送筑波紋)I:JI'j;illまでは，江戸刀、らの主要参沿道ーで‘あった

④rJJ:!街道 水海道やï~ïtiiJ方iiuーから来る道で， 筑波山四位の上大島・|主i松 .inlIIを経て筑波に達する

⑤HU主j基 下目iir方面から筑波山i2_Ei麓HiU毛山を総てiJlrちに男i本山iこ達する。毛山には7hlJ主が数iiilあっ

たといわれ， 35王院がi日II，IJ:の小さな出場の名残りをJJこめている

⑥道 真壁方市からFEIi六j". NJ!JI':々 を過ぎ， 筑波山北在宅~;J)詩より党米ない任~~illf5 を た どって男休山に

i主す.LLilTIimの領地にi刻して， 底抗111]"がその領域権を主張して， (1957:1:1三提訴， 一審の水戸地裁で、勝

訴した.しかし J)L 1.皮 I !l rの・:蚊への1~と FJ~ '1!:1j決が 1982i:1三 6 月 30 日下され ， 25年目にして筑波町への逆

転IJ対!fとなり， 1話ヶ原を合む山 i頁 ;'~I)は筑波山千III社境内」と認定された
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][ -3 門前Ilqの立地防羽J

原初白人]門前IIJTは六つの参冶登山道の::J;l:地であった各集落にみられたはずである 江戸の長期安定政

情のもとに伊勢祈 り， ;ぎut:ミ'T?iBiJ) 琴平1.;5りと |司tilZ~ζ ， 筑波山の見えるi主JJiR司各地5)からの筑波詣では

自主んになった. 判i ネt参n後のしと しての筑波女主r~~~~のもてなしの魅力もあって者に人気があ

り， i設:盛JlJlにはl1iji.fのiむ女!乏が六「通 りの 1・2・3丁尽にひしめいてしリこ

4年ぐ1851) 1.2月271]のl-jgUIの怖のたもとの家戸Cの(iJ!:つきの火?とp.ら大火とな った，いわゆる

本大宅:.Jて:(11]nif!lI rはノ任焼しf二. 18721f (1仰がi5) 8FJ. !Yt仏禁釈;IAi]!JJによって矢n足Wierj:1ネjii寺の仏
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-十一而れどなどがすIちさ ら に大 f~l!ガ2 ・ アコ位、夫ーが苛の jJ~ I)~ へ作ち IH さ れてわ，!t カ{象 ・仏画

!可 ir:・の ノU~ι'~ 令 も ;ら っ て jを7うd二日がとに追し寸るま れ7::こオつされ/こ

1879{f (可11'台12)， 2 :1rとriifの京京での第 11811人Jrn似た問覧会をまねて， 大御堂[i'1rの!ぷj易で全問
会が13nかれた アメリブ)fà\~のiI ;'f:;j"! ・ f l ll*会・自転 q~ ・渋川具・乳牛や3

同|大!各地のT(:物もIH，日Iされ， ，芝
j百小j去や相撚j易も設けられ，

f可I:I二!数千人の容があり 六一j一通りは早i iUlから日 ~-~~れ全 で、人通り が絶えなか
っ?ーこ とい~) 一時的な繁栄はあっても ， 全休としては江戸!I~J一代に比べて I"JiiiTI1!rl土京えてい った
1889{ド(rij'JI位 1896年(明治29)日本鉄道会主u似f尚涼 (今日の常磐線〉上野
一一ー水戸IL¥lがIJFJJ!Jlし， 政J:ICS(~水戸 栃木県から筑波山へ容易に米れるようになっ j一二 1904年(明治37)
のパンフレ y 卜7) 1筑波iJ_jJには， 「東京 よ り米るものは， 日本鉄道の海岸線により， ~ I 二 m渇J~(こ -[::- [i1

し， JJ先Tl[(人力iTi.)をノじらすこと約 4Xll半 C18km)にして波山のふもと臼井にi主す その賃金五
十銭iブミj外 13)! : よ り筑波山に五る約半~l-I_ (2 km)の登山道は大いに健Jj却を訪るべきJiJTに して， tj~'1火 ま
fこ古うべからず もし水戸線の下館!択よりすれば 7ß~_ ぐ28km ) その !11 すそ 玄 ではほ石のごとく
平らなれj主にして， ml十lなお又ヌブ)Iレミにならず， 入力草食60jU2内外なり 」とある

1916年(大jJ~ 5 ) 筑被鉄道の !:r~ 1 J1J J工 τirがこbflì-jJì: ìJ:主 nn で"" 7ì~y 二!こ さ れ， 1918年 4YH7口夜，j二出発
19日、¥:50分の終列mEから'訂:KをIJn始した. 2 JUl工別立同年 6月 7日被一一 真野rI¥1がn!'l.;mし， tP; 3 JIJj 
工刊ま同年 9月 7I~ I 二 I~ ìm一一一岩 i1;Ii llrl40.lkmの全線がrm;mした.1926年 5月には上野一一筑波間lこ直通

J:iI，'!;IIJj:?iUq 1:がilli転さh， j佐 It~~列 fI司と 11子ばれた 皮j江;主!'Jlhlli直後しばらくは， 従来のメインルー トの北

条駅下fnの六丁湿 りを通って笠iJJしていたが， 2/'-./3年もすると参お登山容のほとんどは，少しでも
i!lい筑1)1mr¥ (tn 111)で下rjTするよう になった. Jjf)J};_駅前iこはご!二J2川め 飲食I~l~が並び 3 鳥居もつくら

れ， 筑波fljri't ま での 2 1<.mの j~[jLU;道4を徒歩で、登山参泊するようになった プミTi豆り1丁 目から南西)こ下

るl1fU:illがメ インノレート となった.

1922年(大iEll)，筑波駅か ら筑波やjJ it mr ま で l~jlfVJ ぞれ遊路が開通し 3 翌23年:こ は jT[5合 I~j [u)Ijlがtljlt_t

'Iiijまで:@い， ;寄;己はj7ii山遊から I~j!}ijJIli道路へと移った. 鉄道 とパ スの開通によ って最も 受けた

のは， かつてのメインストリートであった六丁辺 りであった -二上 去は1;'11苫し，代ってノ〈ス

;ffiりのli1ii1Wlに;fiJrしい門前Ill]が形成された. 原初的な門前IHJのλ られたrnl:l:l街道 -真空;主・十{と尾などの

没落はいう主でもない JFfl: 1コ flj ;ffi の十三J;1J( の治医はすべて I~;"IJ;l~ し ， 多数の僧:;右と数ifIrのお尽のあった

村上尾山梨王院は，鉄遣のIJll;直後、は僧坊 も もつぶれてしまぺた

1825年(大疋14)，?jE波子II't!:北i[!:jかちLLITllまで全長 1605m 1"::)低売495mのう ーブルカ ーが開通し，

スイス製のTII主体にドイツ製のローフのをJ1支りイづけ， 日本では5番 目，関東で;計~íIi1授に次いで2番目のケ

ーブルカ ーであった. 3:~1'.山客は-~-il~20g~に IN え ， 乗客:は延々 行列をなしたとし 、 う

六丁;;]lりからノくス通り への/11)iiifl11rの立地砂ITU.Jを 3 f ijjlf:ì初年頃の ii;計五 - 旅館 ・遊女:rj~ .ニヒi:'(物尽など

の分布と， 今/]の分布IとLヒ絞X'Jnqしてλ ると， \L~ J[i!f:多 ru);日明らかであ る I明治初年頃の状態は， 10) 

ü~ (.þ く N1Jえj8) の 1= 1 1 に ある J:li!t?1を1982:1'j三12月J[@き11文り より， 2 ， 500分の l の 字:m~J者団関

上でfi'Lllli:をli泊三どした (Fig.2). 

IU=Jdi初年の旅館 二|二勾JAなどの分布を入ると， 六了湿 りと並んで東山に 9iprの旅館と7iH干のこと産
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日OOm

Fig. 2， Iりlr古初年頃の筑波iJJ/，"]前!日I

Souvenir shops， 1nns and brothels in ca. 1870 in Tsukuba Monzenmachi 

今日でも束石田iからの府中道が筑波山参詣道路として繁栄していた依子を示している物産が~fZび ，

一世紀前の繁栄の跡、を止めている.!lJは総二iF.tのせがい造りの旧旅館風の家屋がi判:を辿らねていて 3

までには土産物産下方の 4 ~6 丁目の石六丁Jillり門前IIr]の 1~ 3丁目 には旅館や遊が並び，

が並んでいたことが分る

六丁辺りや西山道り沿いにあっ た旅館やit訪日などは 3 官1]1922年の神社i~íT ま でのパス道路の開通後，

j吉を1[::1道沿いから新しい自動車道路沿いに立地移動しえば青木J~旅館やさF内屋土産物}~~~のよ うに ，

人の流れの変化とともに I~I;J J?~~に追い込まれていった .た。立地移動できなかったi出屈は，

軍需用に iJ~I:LII されて 1944年に取り はずされていたケ ーブルカー も 1954年1] 月に 101=1ミ採 りに復旧され

東京の学童がドット訪ずれるようになった上野一一-筑波間に「自然科学列車」が開通し，ると P

!司年8月にはつつじが圧から女体山への 1コつつじが丘まで筑波ス カイラ インが I~Hl通し ，1965年 4)子j，

つつじが丘が新たな観光の 1:1:.1心となってきた.1969年には筑波山は水~H日筑波

1974年10月には東方様沢から丘陵の尾j、良を走る表筑波国定公|芸!に治定されて全|主IIY'J失11名度を124めた.

ープウこーが開Jmして，
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トライブウェーによる)苅遊ノレートがで

筑波UIIヨ9NiT!HJの立地生態

スカイライン(パープノレライン〉がつつじが丘まで開通して，

きると，筑波打iiTIIIJは車にとっては通過jえとなり， j主もあって， 袋小路のおよび筑

らない観光客もI14えてきた/jf iJ-rflll社には立

のユースホステノレまでの自動車の来り入れなどによって，ケーブルカー・ロープウ

女体山と35{本jJ-IのIlrJまると， UJU誌の )~B も j民えてきた

-向jヲ亭 .Ij文の 5

ヘ¥のアクセシピリティー

このまL亭が名物の夫在lijしかなく 3

L:J、，

ケJJfdこは12参拝客の休訟の使に供していた a 今日ケーブノレカー駅周辺のひささ，的?と

Jmりなどからクこオしらの山i頁!苫のこ1-::注物レストランが!¥iTを述らねている

交通革命に迫応した八Il¥lの生計生活の変化といえるーブルカーで通勤してくる者もあり p

門前町の生態i
 
i
 

大宇筑それを統計[切にj;及うことは容易ではないガ筑¥:1波皮山!μ山上ι判11"υi叩i甘JI川11吋!りJ0'の')i立iむ剖!佐RIをi玄i血副迫出iすす}る こと(はi立でで、きても，

数252) としては筑波Il!T(1980年のもに近い単位ではあるが，(人口905，

II!J 域77.08km2，人口22，553人)か， 11]筑波111)'(而積13.90km2，人仁13，670，数908)をJ!れ、ざるを

!日筑波IIIJ. 1壬IJI二村-北条町・EEl水沢村・小寸の 5111J村が合併し筑波ìll日ノま 1955 :i~ミ 2)~ 1日，えない.

i日2lJl}4村ーから形成されている. 1日皮lliTは筑し，さらに 2年後の1957:q三にてflえ立し，

と大島筑波!lIJと沼田村は筑波神社仁大島の 4大字から成り，7
J
!イ

7
，ノ

r1

ト
Fλ人

村は旗本上y)Jj(三!l!¥)領であった

日:j関東鉄道筑波紋筑波駅の駅前門前iHjのある本来の怠味の門前IlIJを11I核とする大字筑波と，

i止帯数908)が門前fBjを統(1980:tjミの人口997，I立右手数252)を含む!日筑波HIJ(1980年の人口3，670人，

11'1分析するぎりぎりの統計位である

国-1

人口1980年国勢調査時の経年I~I句に追えるのは現在の筑波IIl JlliJ 域全体の産業構造しかない.

ものであサーピ(31. 6%) 11， 900人の産業構成は，

2万人台とほぼをた主cii三1'1サにみると，吋
人
ハ

ω

して-卸小売業などの第二次・-サーピ代っ

筑波山門前IlITにやや近い!日筑波11IJのi2Jk

今日の筑波II!JlllJ

これは日本の地域の産業問造一般のヒと同じであるきた
し
ιー'19505:下の究の1950年以前のものしか入手で、きない.

1% サービス!日筑波IIIJは小売業10.0%OJl筑波Il!j域7.9%)j戎の産業構造を比べてみると，

2% (76.1%)のガス水道業3.3%(1. 9~話〉に特色があり，(5.69の
!日筑波IHJは商業19.8%(現筑波IHT域12.99五)， il決前の193011三のlIi技わ1x:をみても，ウエイトが低い

62.8 % アクセントがあり，4.1% (2.9%)に公 I~l 1::11 交通 2.3%(1.2%) ， 

ぎない.

これは!日筑波山!と

く20%)

19501，1三‘ 1930;':f.ともに1[1筑波1IlJと現筑波HIJj戒の産業日IJ構成の差はわずかである

1980年の大字筑波は2521!Y出:仁1=1，(72.2%)的色彩が低い
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(1930年は職業大分以による就業者数で， i1詰来:を使 J:LI:: ~:ll ・小売業と保険業に入れたが，サービス業も、1 I1 然合まれ
る.) 

いえどもその半分は大字国松 ._j二大島の農村i:fl~が占めているためか ， あるいは1"1IliJ11I Jが成IJI・涼平・

長野などに比 して未発達な段階に」とっているためと考えられる， 本来l'一j川川11川1:刊:

すべきで，行政単位での統計的処理にはなじまないものであるらしい

車-2， 土地利用 -

今日の門HiJlIlJは筑波山:f'i1ttの南側の東西方向のノミス通りと， 東側の歩道に沿って約 500mのjえさに

わたって発達している T)iJjillの係に 1918年の筑波鉄道I~m通以前は，南麓の大字 iヨジ |二から・ftに形

成された六Ti湿りを徒歩で参拝していた. それゆえ門前lIJTの生態環境をIU-Jらかにするためトこ， 1978年

1 月に石井英也 - 勝井公子 ・ 尾崎浩司 ・ 加々美花弘 ・ 1;I~lMi:司らとと もに 2 ， 500 分の1. iMfヲ'E~'J~: I~_ll 者1)I! ) 

計図」区iをベースマ ァプにや111:1[1との地境をなす逆川以北， :flll社まで、のf[{Q[IElのことj也手lj)lJ[:2](Fig， 3) を

作成した10)

この土地利用図を西は男女ハ1， 東は千子川の束:ï~j約5011'1の Illlli で'11訂友30mから筑波山付1+1: 上方御法

300mまでの， 高度10mll¥'111高ごとの土地利用割合を計慨した (Table2) .作成したことj右手1j)J:j図上に

80mメッシ ュをかけ 3 その交点の土地利用を読むことによって土地利用制介を計り!I)した

江戸時代の六ゴ一通 り門前IllJは海抜 110mから今日のノミス通りの海抜 230mまでのl七l'iij120mにわたっ

Fig.3. 筑?皮 UJ門部i[JITのゴニ地利用

Land use of the Tsukuba monzenmachi (1978). 1. Coniferous tree 2. Broadleaf tree 3. Mixed 

forest 4. Bamboo 5. Arable land 6. Mandarin and loquat 7. Mandarin， loquat and vegetables 

8. Other fruit trees (chestnut， plum， persimon) 9. Other fruit trees and arable land 10. Mul-

berry field 11. Tea 12. Garden tree 13. Pond 14. Housing estate 15. Housing eslate under 

construction 16. Public establishment 17. Open land 18. Paddy field 19. Waste land 
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て延びている.高度JJIj土地利用の集結をみると， 今 I~I のパ ス通りに治う r' ''JïlÎ} /l ITが京区iに発注している

海抜220"-'230m付近で、58.8%が集溶と， 最も集洛 lさj J処ネが Míl;:~j くなっ てい る o Y1!j H~ 60，..__，，1l0m.は大字筑

波と大字白井の境界で集溶がなく， 森林・荒地 ・桑 .j直木などが I~I 立 1:.)) は J}lj~Hーや引込生活者の

家が散見さ れる よう に なっ てき た ，何度目立 i向いための眺望の良 さ ， 冬 11妥 く芸!日~:( し い気候， i(p'I~~1で総の

多い周辺のtji:境などが，引退者にj世力となっていと).

7}(E13は140mを上限として主に40111以 1ごの臼井 ・立!j'}集搭南側の道川谷底平り!}に展開 している しか

し，水 13:1 の 1:j: 1 に 品1-111状に桑|選lや普通~1lJが散在してい る . 筑波山111]Tii{IIIJのULけ:の色のーっとし て

Table 2. JJL7JJ皮r.L1.1げf'戸戸iηげFll'i一

(在西iは労女女:Jハ川11，ヌミは千i手川の'1'雨400~600mの 1!r)
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;lî~: 'I~Lのピ ワ ・ノトタチノミナ. rMUI、|ミプJ、/

オリ ーブ ・!!百葉+iJ.Jなどがある. 「jju

j政ミカン 」として失11られる小さなタチ

ベナは東山を':1二i心に古い1:111や家のほに

でき るが，万五三の にからあ っf三

こと は歌などからも うかがえる.1品川、!

ミカンは1950 1. 1ミに渡辺恒男が笈叫IIW~ か

ら取り寄せて栽明し始めて普及 した

二i三に111ft友JOO"-'240mにかけ'て絞上??され

- i'~' I) v主観光 I~m として利用 さ れてい る .

J978!.i三五%tEJJLtl支111]'全体では46戸が6.43

haのミカ ン|麹を栽ほしている.JJLtJ支山

南麓のt]，¥Ul乏の，1[古は古くからj則前jされて

いたが，小林守11)の1978年 1月281三lの

調査によ ると， 最低気温が逆川低地で

-40Cであった.これは冷たく :ill:し、気

流が底に潟 り)t良い空気が 250ml、jjE

に滑るためと閲されている. 普JllHIlI

は全体で約]剖程度のウェイトで 7 ど

のi1Eit市j)1fでもみられ る 1:111作物はj者

-兎の筈が多く，作付JfuのJilDllilに佑j主

を設けて!坊いでいる

森林もどの もよ く孔られ

抜270m以上はnfUが森林で，筑波山神

社社有~;本となっており， tl¥'tl:.林務l}Jtこ

よって管理され， 干 し j平に使用する ~ilの探1支な どが行なわれている.臼井集結の成家は古い iD) 水や )1 戸

を飲用水として利用していたがp それらの水源{呆全林的機能をはた している ともみることができる

海抜 110mの6了間の石の鳥居(写真 4)から上方神社へ向っ て石の坂道を登ると，道のliljjjl¥lJに束
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ftI;iに納長い右J:ful :g~ ITIUが続き， 名所に ri.ilú村したと jE!、しき宅地跡が今日は~地 ・ ):HJ ・ 駐車場などに利用さ
才していて，住I! :JJ の繁栄をしのばせている;草ií~ ~こ真黄な ìÆtHI ミカン・友村l' .オリ ーブ ・ビ ワなどがIs.主

本と して JTJいられとともに 1}I~lil乏な気候と1'11 1 ï~íJIIIJ の ーなJ也条件の良さを 1ft!.ばせる(写真 5) . 2 
J-I~I f':J;止になると住民Jjの石段が現われ， )む Niifi折、を似ばせる家が今日は無人の 1i~1 とな っている (写真6) .

I'.J位手IJ)Tlで見て分る;K!f)，筑波の出家は 1980年52)'::1で総UJ:布:252の20.6%をI:!:iめるに過ぎない

出家4， 第 1f.iE兼業炭家1， 況は rm~長楽炭泳三47 と， 9 ~ïjnJが第 2 f長兼業炭家で、ある 二大字筑波の1980

~f の総経~)I:1也IHiHlUi31.63ha，うちIIj28.08ha， HHI芸IJ挫].• 62ha， 1:111・l'Ti士山6.93haである. 11.農家当り平

J:0Jk&'!白羽r-Jisllafl4は60.8aであるのは， {.氏J止の7Jく印がJ妥)11付.ilI ~こま で分j校しているからで 1 ilj村をなす

j，-¥T;K!りの氏家からトの}jへ 'PTfの;IT!g'!)Ji、)1作を行なっており ， モータリゼーシ ョン以前の!時代には 3

h!;)によ る収{全米のJili搬が大きな労働dぽl'であっ fこ

1980年1月筑波山神社下にある筑波第一小学校におi傾いして， 後述のアンケート調査を行なった

それによ る と出家の52%は農業経営の I~jIY')が自給HJであり 1 21%が他人に土地を貸与 しており， さら

に21%は労力不足と猪などの寄のため農業を行な ってし、なかった. これが高度月1)土地利用に現われた

荒地の多さとある 15~皮対応す一る

Fig. 4. 1:iU伎門前111)における住:1方!の機能 (J982i.n
Builcl i ngs according to functions i n the Tsukuba Monzenmachj 1982 
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1[---3. J職業の地域的構成

皮LLJ門前IflJを成する 1 ]戸について1980年 3月， 小林?'j，~ ・ 1寸 l也弘. )J窃久らととも

.職業・前i敵-居住年数・~!云入地などを調査した 12)

パス通りとや11社束Hlljへ過すごと〉小路に沿ってはホテル・旅館・土産物j誌が並んでいる (Fig.4) .大

字筑波の農家52戸の 91j~1Jが第 2 碕来栄であるのを反映するかのように， ャi)ラりーマンは六一り， 17_1:i 

札束111，11日むなどいたるところに住んでいる. 十など千Ijl社勤めの人々はやλ]":i並りにtl二

み，出j苫f1j.ホテノレや山LIQ 飲食自に していたり， そこに届われている人も六T

りや東山 いる. 山TfiのI;Dへはケーブノレカーで通勤している。 )ffiりの下の )iitこみ

られ，水田へのj妾近の使をうかがわせる

このように[31刊行集法と呼んでいる家々のi政業出j去は雑多である. 他fl'ilil]への通勤サラリーマンなど

多様な収入出iによってiヨ目立集活は支えられている. しかし 3 筑波山神社・テル・旅館

観光客相手の飲食)bなど直接筑波山神社観光客相手の神社とその門前向の何回にそれらへ働きに

行く人々がノくス通りからは凡えなし¥/γJ-)-lliり.fLEi 11J .に住んでいる

1918年の筑波鉄道開通までのメインストりートであった六丁通りから， 今日のノくス通りへした

出(例えば幸内屋〉や旅館を

するようになった家など?

した青木屋， 六一J-)ffiり長退後， ケーブノレカ一切刊行や山ITIにIlltl古

よって応や商業彼fiEの立Jilii'多動がみとめられる lリ!泊中))

分布 (Fig_2)と今日のそれ (Fig_ を比べて1人ると， 111-11日IIITメインスト

l! _ h 
ノ i I~l tl京然である.

筑波山flMj宗鉄道KKの筑波111月別観光客数によると，最も多いのが 9月 (22万人ミ〉の速)[，

次いで4月 (20万人) • 5月 (1877人〉の春の行楽シーズン， 11月 (1875"人〉の秋の紅誌と友休みの

8 J=J (17万人〉である 1::1は山神社から斜面のノくス:iffiV)を経て;日IJI立で，さらに

iffiって以)11

ができるという{言じられなし

内1M'線の京大通り北端にまで延々 8，.-..._，10kmもの参拝客のの列

られる. 駐車場が少なく， llB:がIJiI遊ーできない袋小11'告のI"H1ij

Il!]ーの構造のためである. 成田山新勝寺のようにいろんな方向から入って来れるI'IIJ前IllJと

し、がみられる

しかし平常の日 も少なく〉 週末のみsl1応しウィータデイは開);!iしない

もある. それらの1;主主は教師やサラリーマンで他T!TIIITi寸で1!日jい

し，週末とかIt繁JVlのみノくートタイム労力のll)J力を伺てしている

もiヨ刊行!ll]としては少なく， 旅館5にユ)スホステル 1の6つしかない

もあり， ~長

入を同

したという判ヰt東側のj上戸hf， 当 ことのある ， /Jく戸 7#~の外~î~Jj"!;.) 

払いの過激派(テング党〉の日旅田/ト問郎の書いたを蔵する対宝館(写真 7)， 経営の行きi¥/iっ

たUJ水を引き継1;、だグランドホテル， l'IIJilI}"HIJーから 200mほど倒れているがを出り当てた和楽

園，それに昔の遊J~H“なが援"が変じたユースホステルで、ある

筑波山神社宮古j青木芳郎および青木屋当主へのき取りによると 3 他のIIIJ11iJIllJにみられる織は

坊く，筑波誠・大|司，lIlt.iil:jJ六十など筑波山の見える地JDXでの，7-;__r7I、られた. 111形方miの容がII]休で害IJ



筑波UJII f! 'llíj i1!}の 立士止さtí1~

イ介子多く ， }厄'i2:+1年1:ド;ミ:の1:')川j

のケ一スがあり F 今日では旅館が先達の役~ij却をっている

3月3・4・5・6Elの))，:iJl火午:受!験JUJには，大学から15kmも]i1(i:すしているにもかかわらず，かなり

の受験生がl;~ì(i Iし，旅館組合でパスをチャーターして大学 まで受験生を送迎し， 受験生vìl'II'!T~íllfl]旅館
の177-市なお容となってきた

江戸時代からのJfL(1支山の名物夫婦制はsgj鉄筑波駅前の也大字沼田で作られている. しかしガマはじめ

ほとんどの土政物は今 I~!fi¥'l毘が取では文l!Xりに来て， 1:#ってきてくれるので， 地元)~五ー業との関連はほ

とんどない.ガマの1111とII'F-(;;fれるは， JJt1r1:lIq大字北条の山133 の製造で夫0ii¥釘?と汲んで数少な

い地元で、ある

I![ --4. iiii'住年数 ・社会i拘流動

1977ijミ1月と1980{iミ2月の 2ITí l ，筑波第一小学校に似て~!n して!日:布;全員に皮山神社i寸前

IllJの構造とノドー践に!刻する地域調子五_Jのアンケートを行なった‘ 1977年は回答数59，1980年は54で，学

校を過しての訓査であったため回答率はほぼ 100%であ った. 筑波第一小学校は大字筑波地区内にあ

るIlft---の学校で 6学級， ょ1:徒数77(1976) ，凡弟が在学しているut布:には上の生徒に調査表を配布し

てもらった.1980i~三の 山花:数は大字筑波で252 ， 1975ij三220であるから ，ブンケートの対象的収率は1/4

~1/5であった

転出者
転入者

場 100(人}

• 10 。
。

?310km 

。l o ~ 

Fig. 5. JJLt政 ilりか らの 11!2~ 1 :1→ IIJ也およびjJaJJ;JHJへの転入地(l979~!二〉
Out -and in匂 immigrantsof the to¥Vn of Tsukuba in 1979 
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1980年の認査による居住年数は 5年未ii1iH5 -1企帯 5 ミ5，第2次大戦以後5，I昭和初め以後

6， 大正Jm初め以後2，明治J{)J初め以後3，仁工戸Jt月以来28(51. 9%) で? 過半数が江戸別以来のi!1い

ある

あげてrなると，

もっている

・はつ;Jュ・歪・梗j主・ネ1¥1111毘.ìJ~II1J主・大越尽・筑波

などの外， 新しいものとしてはや¥'1丙亭・筑j皮UJFライブイン・荊i楽IJt11な
-
九
日

h

A
I
H
h
 

どである.明治初年の屋号はFig2に見られるように，ほとんどの旅館・土産物尽は屋号をもっていた

1977年のアンケートによると， Iずっとこの土j也に住むつもり Jが60.3%で3 偶然江戸別以来住ん

でいる52%の1tI~帯と(.まぼ一致していると考えられる 1- 事情が許せばよそへ移りたしリが20.7% と意

外に高く， 1わからないJ19.0%とともに，日三着志lI:i]はおくはない. 具体的にどこへ移りたいか記入

した人で、は r平地へ， r勤務地へJ， 1-自分の家のあるところへ」など， ザラリーマンが移

動志向が強いことを示している r将来は東33ミへ移って， 現在の家は))IJ~まにするつもり J の人もお

り，事実ウィークエンドハウスや別荘夙のも qコもチラホラ散見する.

1975~80年の過去 5 年に，大字筑波の!丘;出二都(は220から252へ増加し 7 人口も891人から905人へ若干

増加した。 1970年の 1 年間の筑波町の社会1'1勺 j流動は ifi云 I~U 368に対して転入712，差引344の社会H!Iであ

った.その地域的分布をλると 3 最大のni云 IJII~先は茨城県内 (50.1%) ，次いで東京都 (20.8%) ・1111

11県 (7.2%)であった (Fig.5).最大のm去入地は茨城県内 (51.1%)からで，次いで東京都(24.6

%) .神奈川県 (5.5%)で， il引土liと全く同じ地域的結び付きをしめしている. すなわち過半が地元

で，残りは ある

I[ -5 

1980年の有効回答52tU~i~干の詐規模をみると， 6人世帯32.7%，5人世帯32.7%，4人世帯 17.6%

で，同年筑波西中学校でのアンケートの6人1企布:28.5%，5人世帯26.8%に比べると， 筑波は相対 I~I!，)

に大H卜帯である.しかし， 1980年センサスによると一世帯当り人口は3.6，1975年は4.1人で，やはり

いる帯は平均よりは大きな[世帯で、あると考えざるをえない.

筑波の男女比は1980年センサスによると 3 女 100に対して男85.8(1675:{1三は82.6，ITIJ全体では93.7)

と，男子の割合が非常にい.土地の人は水のせーいで女子が多く生まれるのでは，ともいっている， 筑

波町内の大字別でみても大字筑波の男子の対女性比は最低である. 1977年の通勤先は50.0%が大字筑

波内，25.8%がそれ以外の筑波町子L18.2%がこと浦市，6.0%がその他であった.半数が自分の大字内で

をているところに，筑波門前町の生

(1) 子供の教育に対する

1977年のアンケート回答1J1~帯 56の「子供に者号望する進学高校」では 3 ごと尚一日 39.3%， 

19.6%，筑波高校17.9%，土浦工業高校12.5匁.-，マ妻高校3.6%であり， 進学させないは 0%であった

の特色があり，者1ST!')近郊農村とは呉質である

1980年筑波西仁1=1学へのアンケート 13)に比べると， 子供が小学生段階というこ去を考慮したとしても，

と上位校正;望が感じられる. 事ヨミ聴き取りによっても， 大字筑波は I[]il日i士 1:1:1学を経

て，I[!;i~リ帝大や専門子:付や I:J='，て外で所脱してし 1 る人の話をよく I}l'j くように，教育水準は
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(2) 余暇の;8し方

1977年のアンケー トで， 重複選択させた結果， rショッピングJ22.0%， rTV .ラジオJ19.0%， 

「家庭:だんらんJ16.1%， i休息 ・くつろぎJ 11.7%， i遠出 旅行J9.4%であった. 同年のゲ!関

東中学校1[1主主氏におjする|可じアンケー卜 のあげミ (TV.ラジオ45.2%， 家庭だんらん26ι%，1木息 ・

くつろぎ23.6%，趣味 ・娯楽21.6%，旅行13.7%，ショッピング12.7%)と比べると， ショッピンク♂

の比重が i '，;~い. 1'1怜iTIIl]のi街が未熟とはいえ存在するのに， それは観光客用のものであるため 3 や

や隔絶した門前IlIT住民にとっ てはレクリェ ーションを兼ねた主と して二!こ浦へのショッピングはp 必需

，fbm'l}入とともに，余11肢を過す方法ともなっている

レジャーに使う交通手段は，65.5%が I~l 家用車 ， 32.8%が電車パスである.

(3) しきたり

1977年には rあなたは自分が正しいと思えば， I企のしきたりに反しても，それをおし通すべきだ

と思いますかp それとも IJtI1A']のし きたり に従った方がまちがいないと思いますか i に対する 52W~荷;

の回答は， r場合による J82.7 %， rおしJIflすべきだ:J7.7形， r従った方がまちがし、ないJ 9.6% 

は，同年竹悶束中学で‘のアンケート結果の新住民(それぞれ82.9，6.2， 7.8%)に非常に近く， !日住

民(それぞれ67.5，19.2， 8.0%) とは大きく異なっ ている。 筑波門前fllT住民のしきた り意;散は，農

村引よりは，非常に都会型に近く ，門前町という性格が反1[!Aとしていると考えられる.

(4) 生活程度の意識

1977年には r上J0 %， rl十iの上J2.1%， irlコの中J61.4%， il:j=lの下J12.3%， 1下.J5.2% 

で，日本人一般の「中の」二J意識よりは厳しい見方をしている.

両雨耐iIi久;財(はオの所有

{信:[こ民民;9ω9.2%，I日住民97.69五)，電気冷蔵庫98.3% (99.2， 97.2%) ， カラ ーTV98.3 (94‘6， 93.8)， 

電気こたつ96.6(93.8， 96.2)，百科事典76.3(75.2， 68.8)，来月3車72.9(71.3， 75.7)， ピアノ ・オ

ルガン69.5(48.8， 44.7) ，ステ レオ49.2(77.6， 59.6) ，ベ y ド47.4(74.4， 53.0) ， 電子レンジ

33.9 (22.5， 31.5)， J副委セット32. 2 (72. L 33. 6) .ステレオ ・ベッド ・応接セットを!徐くと竹図束

仁|コよりも所有率は布く ， 低いものは団地生活に必要なものだけである 11日久消費財所有率がゲrmTI束中

よりも いにもかかオつらず， 識の了日で、は 11*"の1:1コ」 とい ったシ ビアな， さとl)た宣伝品、をもっている.

(5) 筑波の将来に対ーする意識

1977年のアンケート 回答世帯i:主の職業継続意誠は，r-余112のことがなければ続けてもよいJ48.1%， 

「ぜひ統けたいJ31.5%， i考えたことがないJ11.1%， rできれば他のi[i法業に変りたいJ9.3%であ

るた

筑波町全体の将来についてどのように考えているか， の)喪主は， r徐々に良くなっていくだろう J

55.2%， i今後大きく発展してくだろう J20.7%， iこのままではないだろ 7かJ19.0%， iだんだ

んとさびれていくような気がする J5.2%. 

将来は良くなるであろろう p と期待を込めたポジィ テ ィブな見方が8~!f IJ弱を 占めてい る. しかし第

2次オイノレシ ョッ タを経た1980年のアンケートでは， ややペシミスティ ッタな見方・が強くな ってい
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る. r今後大きく発展して良くなっていくだろう 」が 20.7%か ら5.9%へ， I徐々 に良くなっていく

だろう 」は55.2%から52.9%と変イ七なく， 1-このままではないだろうかJが 19.0%から29.4%に噌え

|ーだんだんとさびれて行くような気がする」が5.2%から11.8%へINえてし、る

(6) 宗教

1977年の アンケー トでは， 58.0%のjll:持;が判I:;JR，12.0%が京IHilli ~下:会 ， 真言宗 ・天台労ミ ・浄土宗が各

4.0%であった. 1980年アンケートでは， 千IjJ道67.4%，真言宗・浄土宗各7.0%，創1rlli:学会 了ï~jE1交正

会各4.3%であ った

筑波UJ~ríl社の門前IHTで、あるのでや1 1道が第一(立であることは当然としても， その勢プ]は 7JIJを池え

ず 3 意外に他の宗派が多いのに駕かされる. 茨城県師範学校・茨城女子師範学校共編 (1939) w"綜合

計!I)土研究 1:I=1jJによると1933{1三の仏教寺院分布で茨城県では真言宗が広ーも多く35.3%， ))L波11別立52.9

%が真言宗であった

(7) 買物

1977年のアンケー トによる筑波門前IJr)住民の 7品目の!日立入地問査の結果は次の成 である. 日!}菜は

70.6%の世帯が大字筑波内で，11. 8%が北条， 11.8%が沼田でl¥jllJ入している. I苅は38.5%が筑波， 25 

%が北条， 25%が沼田， 日Jli品は53.7%が筑波，28.5%が北条， 13.0%が土浦，11.1%が泊1:13であっ

た これら生鮮食料品や日用品と対象的なのが家具で， 88.7%が北条， 22.4%がJJL(JJZ， 20.4%が土rm
と多様である. 散髪は54.7%がれi王1，. 22.6%が筑波， 15.1%がこl二日iであり ，美谷は60.4%がm!II，筑

波20.8%，北条12.5%である. 大字筑波のi商業機能は地元住民にと っては生鮮食料lfJ1と日HJIh111X1J~の

機能しかはたしてないといってよし、

1979年度農村地域整備状況調査(国土庁地方振興局農村幣u1lli深〉によると， 114業集{不筑被の三i三な!日立

入先は，f&J::魚. !~~~買は筑波 ， 日常衣料品は筑波以外の白市1]]] 村内の商J~ij，級衣料lflI-家具 -電気製

品は他市町村内のi街厄〈具体的には土滑りとなっている. これは，澗査実記入者の役j揚のi隊員の判断

と忠われ 3 電気製品に関してはアンケート間交と異なっている

lV ま-とめ

本研究の目的である筑波山門前町の立地生態を 3 形態 ・梢造 ・形成 ・機能のIl[iから長女l)i考-祭してき

た.形態-構造的にはi中核となる神社とその門前部Jliflμべあり， それを閃辺集落が取り 巻いている.

歴史的 71~]五的には形態構造も代，と く に交通機関の発達によ って変形してき た 具体的には京

山 ・六丁通り門前集落から， パス;]1り門f'lij"集活やケープパ/力一駅前・ロー プウェー駅前J.筑波山田駅

前門前集落の形成であった

形態 ・構造の変化に応じて， それぞれの集j各部分のはたす役制も変ってきた。京111・プ〈丁通りは旅

館 ・土産物j吉などの並ぶ門前商居住7から， 新しいF日íTn;~iJ;~; 仰の五日市のオーナ ーや労働者 ・ 旅館従業，訂

神宮務所雑役 千1\1社主I~有林山林労務者さらにはケーブノレカー. 1コープウコ二一 助j完者 ・気象庁職

員 ・京大地震研究所職員などの住宅地と化している. 神社古iTの記念行ラ担当写真民， 及芝山 の糾!社

のお札や護摩製造木工者， タグ シー:業者p 若干の農民など1'1101前111TI刈で収入を得ている人々の外に， /，11-1 
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品iIIJI{以外で収入を得るサラリーマンも多くみついている.
このよウ に筑j波UJ門前町は神社とF1JfiiTi{!岨

J;s{J破防lに4牛肌:1十iド:

!」?f持部JJ』LVJJιt対JJjJJ;;:
?山り…t山見できる j門l口守iう1打日川川仰附I古市前訓仰}日河印削川川i可削刷刊刷I刊刊川川Il川川II川!りnは川川州ま吋州内千や判'11村社: 仏i限与一i比とそのr.l l~門m附川川ドう刊判川i川川胤詰印前前川川íjω川川川j川瓜刷胤-日除尚削医酔肉陶削削附?可引引叫'iI川川陥五日応山刷附;~古~fr訂矧5訂刊1J
るが》 それらを3支支支t1土‘ える ジ釘;?げPイ市引' {iJV材仰倣iJ村劫JV肋1白j者者-の 1t む・ i111'トかな哀の ;'}h分も J'[~な要素であるし ， 交通機以jの発達によって

その表裏が交代する場合があることがIV=lらかになった (1983年 1月16日〉

ω俳附f伐究に同当り百筑釧州倣山披|山LJ出間司m戸肖;木料7苅i虫向郎rL筑波削第一ノイl仰 3 筑波H附「

悦去したい 偲悶!の多くは{~川i口1人 小j附刷iぽ向t奇i附
オ木如料刺ミ吋斗吻古旬制附iリj月幻fη3究Iをまとめるにあfたこりι，昭附手和和柿口陥15部61年ド)度友以文;詰郎"i1刊l目1省制宇科仰iド仰学判戸抑制f究1貨鉛剣釧州主討矧矧揃;布矧揃iI市Ii功金 〈一般Mf究C)奥野川 「わか国防けるお通の
イノぺ ーシ ョ、/の地峨済の鵬にi刻するJumH";':川
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Locational Ecology of the Tsukuba Monzenmachi 

Hiroshi SASAKI 

Monzenmachi means a town in front of a temple or a Shinto shrine. TsukulコaMonzen-

machi is a part of the tu¥vn Tsukuba， v，rhich lies about 70 km  NE of Tokyo and it takes 

about t，;vo hours by train 0口 Joban Line of Japan National Railway and on private 
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rai1way lilie of Kanto-Tetsudo Tsukuba-sen (line). Tsukuba Monzenmachi has 252 house-

holds and population of 905 i口 1980.Tsukuba Monzenmachi lies on the southern slope of 

l¥1t. Tsukuba (the highest peal王， Nyotai-san: 876 m)， at an altitude of about 220 m・

Climbing‘ ot the Tsukuba-san (mountain) is 日 ported already in an old regional book， 

Hitachi-Fudolu (713) and in an old anthoIogy Manyoshu (759) of ancient times. 

In 782， Chisokuin Chuzenji temple was built by Rev. Tokuichi at the Higashiyama 

(eastern part of Tsukuba) settlement. In 1632， Chisokuin Chuzenji temple was 1・emoved

and renewed at the present site of Tsukuba Shrine， ¥̂氾stof I-ligashiyarna by the third 

Tolωgawa shogunate， Ien1itsu. He made a口ewsteerコmainstreet (present Rolωcho-dori) 

in fr・ontof the temple to the south (Tsukuba-Usui)， for the sake of wood and materials 

transport to construct the te口J.ple.Along this new steep main street， new houses of wor-

l王ersand people from surrounding areas were built. Out of these houses， inns， souvemr 

shops， brothels and so on， ¥Vel-e appeared fo了 thetemple and mountain visitors. This was 

a prototype of the Tsukuba MOnZemllachi (Fig. 2) 

Tsukuba-san are famous since ancient times in poetry and story， especially among the 

people in the Kanto Plain. People around Tokyo can see Mt. Tsukuba in the east and Mt. 

Fuji in the ¥;vest on a day of fine weather. On the 1st of February 1969， Tsukuba-san 

was designated to a semトロationalparl王 with the neighbour‘ing‘ Suigo-marsh land. There 

were five pi1grimage routes七oreach Tsukuba-san till the dawn of the mass transporta-

tion age (Fig-1): FωhG-kaido l~oad ， Yamane-111ichi Road， Ts比山a Rokωho-dori Road， 

Nishi (¥iVest)-kaido Road and Shiiomichi Road 

1n 1918， the private raihvay line， Kanto-Tetsudo Tsukuba-sen ¥vas opened between 

Tsuchiura and 1wase (40.1 k1':o.) and for the first time tourists could get off at Hojo on 

the Tsukuba-sen and then at Tsukulコa，¥̂lhich is nearer to the shrine than Hojo. 1n front 

of the Tsukuba station a great Torii (Shin七oshrine gate) sta吋 s and souvenir shops 

line. Tourists climb the 2 krn gentle slope from the Tsukuba station to the shrine. 1n 

1923， a bus service was opened on a new road from the station to the shrine， and in 

front of the shrine on this new road， a new Monzenmachi ¥vas formed， instead of old 

Rokucho-dori l¥1enzenmachi， ¥.vhich had to decrease quickly and the same were Fuchu-， 

Makabe-and Shiio-roads. 

In 1925， a cable railway was opened from shrine to the peal王， 1605 rn long， 495 m in 

relative height. ¥iVagons were Swiss-made and cables Gennarトmade.1t was the fifth 

cable car in J apan， the second in Kanto district after Hakone. Thus n10utain visitores 

increased 20 times. The cable was removed during the war， but it ¥vas restored again in 

1954. 1n 1965， the toll drive road "Tsukuba sky line" was opened to Tsutsujiga-oka (Hill 

of azalea)， from where a new Tope-way was constructed to the Nyotai-san (woman peak) 

In 1974， the toll drive road “01note Tsukuba sky line (purple line)" was opened from 

the east and the tourisln by car is followed by car drivers. Thus， Tsutsujiga-oka is 

becoming 七h巴 center of tourism in Tsukuba. Souvenir shops and restaurants gather 

nowadys at monzenmachi， su口:l.mitarea and Tsutsujiga-oka 

Because of rnild climate of Tsukuba Monzenmachi， some retired people have come to 
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live here in southern slope. 1n 1979， the town of Tsul王ubahad 368 out-immigrants and 

712 in-immigrants and got 344 social increase. The largest out-immigrants went to 

Ibaraki拘ken(50.1%) and then to Tokyo-to (20.8%)， Kanagawa-ken (7.2%) (Fig. 5). The 

largest in-immigrants came from 1baraki-ken (51.1%) and then from Tokyo-to (24.6%) 

and Kanagawa-ken (5.5%) 

On the plain are mostly rice fields， among which wheat and mulberry fields are just 

l.ike islands on a little high plain (Fig. 3). Between the Tsukulコa(up) and Usui (down) 

settlement on the southern slope of Mt. Tsukuba， along the old pilgrimage road Rokucho-

dori， are planted traditional small mandarin trees and new ordinary mandarin in 6 4 ha 

by 46 farmers. Originally mandarin trees are introduced by Tsuneo ¥iVatanabe in 1950 

from Aichi-ken， and planted for tourist sake under the mild climate of 'inversion of air 

te町lPerature

Fifyty two percent of agricultural land owners manage the land for self引 lfficiency，

21% lend the land to others， and another 21% don't manage the land， because of scar-

city of labour forces and the damage by wild boars 

Hotels， souvenir shops and restaurants are located along the bus route in front of the 

shrine and along the alleys east and west sides of the shrine (Fig. 4). outside of these 

tourist industries， in Higashiyama in the east and along the Rokucho-dorI street in the 

south， line shrine workers (Shinto priest， oddjobber， workers of the shrine forest)， 

proprietors and workers of souvenir shops or restaurants. Some of them keep the shops 

and restaurants on the sumnut of Mt. Tsukuba and commute every day to the summit 

of Mt. Tsukuba by cable railway. Thus， Tsukuba Monzenmachi is a occupational complex 

focused on shrine Tsukuba with shrine workers， talisman makers， tourist inclustries and 

with non tourist occupations (salalied men， famers， carpenters etc.). Monzenmachi is 

supported not on1y by the shops in front of the shrine， but also by the salary of the 

commuters to other towns. 

The structure of the Tsul日lbaMonzenmachi consists of two parts; one in the core part 

with the Tsukuba Shrine and its souvenir shops， hotels and restaurants， and the other 

in the periphery with dwelling houses of workers in shrine and tourist industries. The 

peripherica1 dwelling houses were the core part (consist from hotels， souvenir shops， 

brothels) by the opening of the rail way in 1918 
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写真 1 筑波111令日

(19761'ド2月〉
筑波111を附丙よりtf!んだもの.
'I'!lu 220m付近に筑被IIIr'JfJijUlJが
比え，そとから山鑓へ下る市街が

λ丁辺り .111頂からおの]!Iに自く

Jt!.える京成ホテルと広場がっつじ
が斤.主的のすiUlIJが女体111 (876 
m)，左側が;JJ休111(870m)，双山争
の後プjが)111被1iJ (709m).左下
の弘治が筑波駅のある前打1，その

下)jが怯川の7rllfJ'l低j出の7!(ln.

輔写真2 筑波町北条に、工つ道標

(1978年 1月〉

温 北条のr!iili川 1)から北へ通ずる
_- 丁字断に立っており，右側に「こ

とよりつくばへJ)左側に「にし
おおそねいちのや江戸」と:a:かれ

ている.正Uhに女(本 ・児休の双峰

が見えている

写真3 筑波町南端逆)11から北方

筑波UIを望むく1978年 1月〉

氷山長作のよが11白えられ3 桑畑

が氷川'1'の()'投下:J地に白畑状に点在
している.門前町は比日200mの

上方に白く東西に横たわ ってい

る . 山田 i'tr~は広広樹林のため4ほ
はげてみえるが)rlif日i斜面は針葉

樹の森でおおわれている.条里地

主IJも↓沖地整理事業が始まって消滅

しようとしている
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ーお』・

可、じて止
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人 'ιj血JIH，'t (J)[ jl:: m 

、正

写真 4 ノ" r;iJり |十jY，'(，[i'll¥の(!J';.
(1978イ|二 1) 1) 

これより11:)'11.').代の)，T.ill'lり1"1

liiJ 111]"が始まる. )_'， ~jll:) ， :IHIJの十ì:の/，~

flliJに，イ1¥，1¥1と恨んでIJLI51] + 1の芭誌
のめ rの }JI~l'刊誌L't 1の i";は tltさず

空ずむらさきのつくばかな」の11)

¥'中ヵ、，'(.ヲている .1ff;人(4 ) I J 11 

11 J J 1 11) の iJlj)+~ 作。だには fJ11 ~I~lが

このfJ}，I:まで 1'.りてくる

写真 5 /，-J冶り 6Ji I 

(197811・ 1J 1) 

かつてのf日三は1'1則')，1 lll.'JI ¥;:にな

ョて I:，h}~ された ì [~). ìíには . '.~jjl ，

シニム P，!!日 Iyf~ ~:t の'I)ti. など -c '~-i !ut 

11/1な丸似を心している ./，hJfHl)の'七
は|、))の'ぶとの11¥Jに{ilt[を4fiいて

j世ごしらえしている

写真6 /， rJ且り 1Ji 1 
1978"1..1JI) 

r'I' ト 1 . に)~くなると j立は，:"，会.)I~じに

なり 3 ノi11でも六 J.{lf1 Jが政

っていて，i.I.)'のおもかげを引め

ている.(i!H!)の'ぶはぷ{iJI':'、11トー

は~~;;fへ1'"ていて明京になってい

Q 
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写真7 }jí(ff!";)乙 i.~Ítn

(1 97811~ 1 Jl ) 

しっくいで五をとめた川似と山

町は，数少ないれ}ill!J'代の逝J~I;; ;i

りで，テγ夕、3141七日I¥J出川IJ、IILl(;[¥の
，1:を}i:反している.11二はjllI外への
)lfJ ~UJ~刈lî で ， ーJ~ 人がj'，'，'ひたとして旅

館を?えんでいる. 卜端は1965.1!'-[}[l

述の筑波山ス)}イノイン

写真8 筑波r'ilj，t，iijfjJ;i}
(1978年 1J I 1 11) 

/iの石川は1'，'fill'[l"m:のあったと
ころ， ;( i~lil は7.lfîf:，ヲ伝的1 の E主i![

J}/). lEJ Iの出1，);がI"Jriij・に IHてい

匂

写真 9 flIljβと11)I!flIll"1
)"j'，，;をくぐると l)jJt!・4恨のや111.お

まさ か，その後)iに|池和11/"1が現われ，

、ずれもご代将"1':家主tn年代のも
の
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写真10 汎被Illt"l川 !被
(1978イ1:.1 ) J ) 

1875イド (1リJdi8) ~ n、'(された111
け f.'。、

1'.l dlj 小ト Lの JF iJ(~ . +trf r121i¥J，泌j['d
811¥J 8分 l.J:J iJl!JにはλiJll':::~があ
りアこ

写真11 /.(休Illflllト|ーより川、111を

り!むく1978{1二1jυ 
君主 iflíの íálJ 、「ケ })~lに 1 ):，ケープルプJ

-の山 rîW~かあり ，島1~lìínこ山 rrJ 1: 

，:{ ~7J)JI川》、みえる . γ ン F ナ刻~I'h

工l日J'hf~'fを tit-!む JJî.iJ.~ 111の {JJ・(\'ii i' l:

をJZnリとしている

写真12 IIIWI"Jlii[111r 

(1978イr1 J 1) 
T--I下Jより (111の茶日， たかはし，

J:JI， lf 京h: ， みゆき N~ L/， IIII-:';'e 
'，i;， i{{ III J:，ら'él ， i;の 6什治勺，~らなり，

/j，?し:i.:Hれて/1.1111 糸 h!二千ゴJ J;〈も J~

えている.11円安はVJ(本HtJJ!flll十l'の
ある VJ(~、 111.




